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絵本の読みきかせは、子どもの発達にいいことが明らかに

お
は
な
し
会
へ
の
一
歩
を
踏
み
だ
し
て

子
ど
も
に
本
を
手
渡
す
人
に

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
読
者
に
お
話

を
伺
い
、
お
は
な
し
会
を
始
め
た

き
っ
か
け
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

「
自
分
の
子
ど
も
が
小
学
校
に
上

が
っ
た
こ
と
」
で
し
た
。
朝
の
読
書

時
間
に
絵
本
を
読
ん
で
い
る
学
校
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
時
間
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
の

が
最
初
と
い
う
人
も
。
次
が
、
子
ど

も
と
よ
く
行
く
図
書
館
で
定
期
的
に

お
は
な
し
会
が
あ
る
の
を
知
っ
て
参

加
し
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
２
カ
月
余
。

学
校
の
様
子
も
わ
か
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、も
し
、朝
の
読
書
で
絵
本
を
読

み
き
か
せ
し
て
い
る
よ
う
な
ら
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
日
で
は
な
く

て
グ
ル
ー
プ
の
方
が
持
ち
回
り
で
、

１
〜
２
カ
月
に
１
回
順
番
が
回
っ
て

く
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
図
書

館
で
の
お
は
な
し
会
は
、
図
書
館
の

職
員
に
現
状
を
聞
い
て
、
自
分
が
参

加
で
き
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
か
調
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、自
分
で
新
た
に
お
は
な
し
会

の
開
催
に
挑
戦
す
る
方
に
、
何
か
ら

準
備
し
た
ら
い
い
の
か
、
気
を
つ
け

る
こ
と
や
選
書
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
具
体
的
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　読みきかせが盛んになるにつれて、ボランティアが必要とされる場も多彩に広がっています。そのなかで、主催者と
ボランティアの間の認識のずれが思わぬトラブルにつながることもあります。
　図書館・学校・書店など、活動の場によって、主催者が求めていることや参加者の構成は異なります。それぞれの場で
のマナーやルールを守り、ボランティアとしての自覚や責任感を持って、楽しくおはなし会を進めていきましょう。

幼稚園・保育園・学校などの場合
● 「教える」のではなく、「子どもと一緒に楽しい時間を過ごす」という謙虚な気持ちでのぞむ
● 活動の中で知った情報（子どものこと、園や学校のこと）を口外しない、噂話をしない
● 依頼された役割以外（蔵書や学級運営など）に口を出さない

書店の場合
● 販売現場であることを認識する（参加者はお客さま、本は商品）
● 本は必ず持参する（商品は使わない）。現在入手できる本を使う
● 店の批判や求められていないアドバイスはしない

病院・福祉施設・特別支援の場などの場合
● 聞き手の状態に配慮したプログラムを組む
● 医療施設では周囲の状況や利用者に配慮したふるまいをする

　いずれの場合も、おはなし会をボランティアだけにまかされることがないよう、必ず主催者にも同席してもらいま
しょう。事故に備えることはもちろん、次回開催に向けての反省にもつながります。節度ある態度、言動を心がけ、担
当の方と綿密に打ち合わせをして良好な関係を築いてください。

お
は
な
し
会
は
、幼
稚
園
や
保
育
園
、図
書
館
や
児
童
館
、学
校
、

書
店
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

読
み
手
と
聞
き
手
、そ
し
て
本
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
お
は
な
し
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
場
の
設
定
な
ど
を
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
だ
け
で
、

子
ど
も
た
ち
は
お
は
な
し
の
世
界
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

本誌創刊号でまっ先に組んだのは、「やってみよう！ 読みきかせ」という大特集でした。

子どもたちに本を読んで、本を手渡す。

その場としての読みきかせ＝おはなし会。

それこそが、この雑誌を世に送りだす根幹でした。

その後もこの特集は、新しい情報を加えて定期的に継続し

多くの方が活用してくださいました。

100号で休刊するにあたり、

読者のみなさんには、これからもおはなし会を続けていってほしい、

子どもたちに種をまき続けてほしいという思いでお届けします。

今回の特集では、子どもたちに絵本を読んであげることにどんな効果があるのかという最新の研究結果を、

東北大学大学院医学系研究科教授、大田千晴さんに伺いました。

子
ど
も
た
ち
に
無
理
な
く

声
を
届
け
ら
れ
る
会
場
で

広
す
ぎ
る
会
場
は
、読
み
手
の
声
が
散
り
や

す
く
、後
ろ
の
子
ど
も
た
ち
ま
で
声
が
届
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。声
が
聞
こ
え
な
い

の
で
は
、子
ど
も
た
ち
は
お
は
な
し
を
楽
し

め
ま
せ
ん
。

B
G
M
が
流
れ
る
会
場
の
場
合
は

音
量
を
控
え
め
に

お
は
な
し
に
集
中
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
、多
少
の
雑
音
や
B
G
M
は
気
に
し
ま
せ

ん
。し
か
し
、読
み
手
の
声
以
上
に
大
き
な

音
で
は
、お
は
な
し
の
じ
ゃ
ま
を
し
、子
ど

も
た
ち
は
気
が
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
視
界
に
目
立
つ
も
の
や

動
く
も
の
が
入
ら
な
い
よ
う
に

読
み
手
の
後
ろ
に
ポ
ス
タ
ー
や
動
く
も
の

が
あ
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
そ
ち
ら
に
気
を

と
ら
れ
、お
は
な
し
に
集
中
で
き
な
く
な
り

ま
す
。も
の
が
あ
る
場
合
は
、布
な
ど
で
隠

し
た
り
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
仕
切
る
と

い
っ
た
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
を
落
ち
つ
か
せ
る
た
め

床
に
座
ら
せ
る

子
ど
も
た
ち
は
イ
ス
に
座
る
よ
り
床
に

座
る
ほ
う
が
、気
持
ち
が
安
定
す
る
の

で
、落
ち
つ
い
て
お
は
な
し
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

読
み
手
を
中
心
に

子
ど
も
た
ち
を
扇
形
に
座
ら
せ
る

読
み
手
を
中
心
に
し
て
、子
ど
も
た
ち
を

扇
形
に
座
ら
せ
る
と
、絵
が
見
や
す
く
な

り
ま
す
。

開
催
日
時
の
設
定
と
告
知

開
催
は
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
や
す
い

日
時
を
選
び
、ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど

で
告
知
し
ま
し
ょ
う
。不
特
定
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
す
る
図
書
館
や
児
童
館
、書

店
な
ど
で
開
催
す
る
場
合
は
、事
前
に
参

加
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
よ
う
に

す
る
と
、参
加
者
の
年
齢
や
人
数
が
把
握

で
き
る
の
で
、絵
本
の
選
定
や
会
場
の
設

定
に
役
立
ち
ま
す
。

会
場・日
時
の
設
定

ボランティアをするために大切なこと

part 1 おはなし会に向けての準備
創刊25周年 総集編企画 大特集

この特集で紹介した絵本の
コーナーが以下の書店に設け
られます。詳しくは下記まで

にこにこ書店
（東京都新宿区）

03-3565-6232

連動フェア実施！
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テーマ：元気に夏を過ごしましょう 時間：30分

こ の プ ロ グ ラ ム の ポ イ ン ト
暑さに負けず、元気に遊びましょう！　水遊びや冷たいソ
フトクリームもいいなぁ。みんなで花火も夏ならでは。

『おんぶーぶー』
作／矢野アケミ
1,320円（童心社）

青い車が「おんぶ おんぶ おんぶ
ーぶー」と、バスにおんぶしても
らいました。ショベルカーは大
型トラックに、小型飛行機は大
型飛行機におんぶしてもらって、
到着したのはどこでしょう？

『ぎゅぎゅっと くだもの』
作／ひらぎみつえ
1,100円（世界文化社）

ショートケーキの上にぶどうちゃ
んがちょこんと座っています。そ
こへ果物たちが次 「々いーれーて」
とやってきて、ケーキの上は満員
です。あらら、ぶどうちゃんがぽ
てんと落ちてしまいました。

『でておいで』
作／スズキトモコ
1,650円（世界文化社）

「かわいい あかちゃん でてお
いで」の言葉とともに、右ペ
ージの折り返しを広げると、
動物の赤ちゃんが顔を出す仕
掛け絵本です。フクロウもリ
スも、みんな親子で一緒だね。

『ぽん！』
作／村田エミコ
990円（福音館書店）

カメさんがじーっとしている
かと思えば、次のページでは
元気よく「ぽん！」と顔を出
します。カンガルーもクジャ
クも、静の姿勢からパッと動
のポーズに変身します。

『にこにこ こここ』
文／川之上英子・健
絵／北村 人
1,210円（アリス館）

赤ちゃんにこにこ、ママもに
こにこ。続いてネコが2匹で
ねこねこ、イヌはもこもこ、ヒ
ツジはたくさんでもっこも
こ。楽しい音の繰り返しが続
きます。

『だるまさん あっぷっぷ！』
文／長野ヒデ子
絵／つちだのぶこ
990円（あすなろ書房）

「だーるまさん、だーるまさん、
にらめっこしましょ、わらうと
まけよ、あっぷっぷ！」。だるま
さんも、ゆうちゃんも、お母さ
んも笑いません。でも、赤ちゃ
んがころんころんしたら……。

『くだもの ころん』
作／彦坂有紀、もりといずみ
990円（講談社）

イチゴがひと粒、ころん。バ
ナナは皮がぺろん。洋ナシ、
ブドウはぽよ～ん。そのほ
かにもリンゴ、モモなど、た
くさんの果物が擬音とセッ
トになって登場します。

『ももんちゃん ころん』
作／とよたかずひこ
990円（童心社）

「みて！ みて！」と、ももんち
ゃんがころんと転がりまし
た。きんぎょさん、さぼてん
さん、おばけさんも、それぞ
れのやり方でころんと転がり
ます。最後はみんなで一緒に
ころん。

『おふろで だあれ？』
作／新井洋行
1,320円（くもん出版）

「おててを ごしごし　おなかも ご
しごし」。石鹸の泡に包まれている
のは誰かな？ シャワーを浴びてい
るのは誰かな？ と、隠れている動
物をあてっこしながら進みます。指
を入れて遊べる仕掛け絵本です。

0・1・2歳

❶『わらべうたえほん
 ととけっこう よが あけた』
案／こばやしえみこ  
絵／ましませつこ 
990円（こぐま社）

「ととけっこう　よがあけた～」。わらべ歌の調
子に合わせて読みきかせスタート！

❷『じゃあじゃあ びりびり』
作／まついのりこ
660円 （偕成社）

オノマトペいっぱいの赤ちゃん絵本。音から身
近なものを認識できる楽しい１冊です。

❸『こぐまちゃんのみずあそび』
作／わかやまけん
990円（こぐま社）

お水つながりで、水遊びの絵本を紹介します。
夏のお遊びのワクワク感も伝わります。

❹『ひまわり』
作／和歌山静子
1,100円（福音館書店）

夏の花ヒマワリが、どんどこどんどこ大きくなっ
ていきます。

❺『おふとん かけたら』
作／かがくいひろし
935円（ブロンズ新社）

表紙のソフトクリームが夏を感じさせます。ソ
フトクリームにお布団かけたら……。さあ、ど
うなるでしょうか。

❻『語りかけ絵本 えだまめ』
文・絵／こがようこ
1,320円（大日本図書）

枝豆も夏が一番!　話しかけながら進めていけ
るので、会場に一体感が生まれます。

❼『びっくりはなび』
作／新井洋行
1,100円（講談社）

いろいろな花火が夜空に上がる仕掛け絵本。
「たまや～・かぎや～」と一緒に掛け声を出しま
しょう。

❽『ぺんぎんたいそう』
作／齋藤 槙
990円（福音館書店）

最後は、元気に夏を過ごすために、みんな一緒
に「ぺんぎんたいそう」!　絵本の終わりの「ま
たあした」で、おしまい感を出しましょう。

（梅田悦世）

part 4 対象別絵本選びのポイントとおすすめ絵本
おはなし会プログラム

赤ちゃん向けの絵本は、一
対一での対話を想定して
つくられています。おはな
し会は絵本との出合いの
場。絵本は赤ちゃんと遊
ぶ手段と考え、親子とも
に、ゆったりとした気持ち
で楽しんでもらうことが
ポイントです。

赤ちゃん絵本
（0・1・2歳）

● 本を読むというよりも、会話の延長として、赤ちゃんひとりひとりを見なが
ら進めましょう。文章を繰り返したり、強弱をつけたりすることも大切です。

● 月齢と実体験を考え、生活に沿った内容、色彩がはっきりしたもの、文章にリ
ズムがある絵本を選びましょう。

● わらべ歌や手袋人形をプログラムに入れるといいでしょう。とくに、はじま
りに持ってくると効果的です。

● 保護者にも一緒に楽しんでもらい、家でも読みきかせをしたくなるようにア
ドバイスを添えます。

　注意点
● 会場設営時には安全面への配慮も重要です（段差やガラスなど）。
● 事故のないよう、おはなし会が始まる前に保護者に向けて、子どもの行動に
気をつけてもらうよう、ひとこと伝えておきます。

ワンポイント
アドバイス

❶

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❷

夏のおはなし会 プログラム例

新刊

祝

25
周年

新刊

新刊 2025年12月以降に発売され、はじめて小誌で紹介する絵本です。

新刊

新刊
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もう
読んだ？

新刊絵本プレゼントの詳細は、このページの下欄をご覧ください。

※�JPIC直販の定期購読の方に、抽選で新刊絵本100冊から1冊をプレゼントします。巻末のアンケートハガキまたはホームページのアンケートフォーム�
から応募してください。

『雲がおしえてくれること』
文／レイチェル・カーソン
絵／ニッキ・マクルーア
訳／千葉茂樹
監修／荒木健太郎
2,090円（あすなろ書房）

『からくさようちえん 
	いぬはりこくんの たからさがし』
作／かのうかりん
1,650円（NHK出版）

『あの、ここ どうぞ。』
作／くすのきしげのり
絵／こがめたく
1,540円（偕成社）

『いたいの いたいの とんでいけ』
作／なるかわしんご
1,980円（イマジネイション・プラス）

2025年12月〜26年2月に発売された新刊絵本の中
から、読みきかせにもおすすめの100冊を選びました。
子どもたちとすてきな時間を過ごしてください。

『ななくさのえほん はる あき』
文／谷本雄治
絵／大野八生
1,650円（岩崎書店）	

『ブロンテきょうだいの 
	ちいさな手づくり絵本』
作／サラ・オレアリー
絵／ブライオニー・メイ・スミス
訳／ひびのさほ
1,760円（岩崎書店）

『ちいさな ちいさな 
	だいぼうけん！』
作／黒岩まゆ
1,760円（大泉書店）

『まごわやさしい』
文／中川ひろたか
絵／こがめたく
1,760円（おむすび舎）

『せんにんの せんにん』
作／大串ゆうじ
1,650円（大泉書店）

『ミラーさんちのころころ
	 ころがるおひっこし ほんとうにあった話』
文／デイヴ・エガーズ
絵／ジュリア・サルダ
訳／青山 南
2,420円（化学同人）

隠れ場所を探していたしょうちゃん
は、とても小さなリトルから弟のスモ
ルを探してほしいと頼まれました。リ
トルの呪文で小さくなったしょうちゃ
んは、見たこともない世界を大冒険し
ます。

私たちの体は食べたものでできていま
す。食べたものが体の中でどうやって
消化吸収されていくのかを、わかりや
すく解説します。心と体が喜ぶ魔法の
言葉の歌「まごわやさしい」の歌詞と
楽譜がついています。

図書館に行く電車の中で、女の子はお
じいさんやケガをしている人に席を譲
るため、声をかけようとしますが、う
まくタイミングがつかめません。その
とき、おばあさんが電車に乗ってきま
した。女の子は席を譲ることができた
でしょうか。

1870年代、アメリカ西部アイダホに、
金や銀を探して大勢の山師たちが集ま
りました。ベルビューという町に今も
ある、「ミラーさんのミニー・ムーアの
家」のおはなしです。

おかゆに入れて食べる春の七草、花を
見て楽しむ秋の七草。どんな植物か知
っていますか？　それぞれの名前の由
来、特徴、食べ方、遊び方などが紹介さ
れています。前後両方から開いて２冊
分楽しむことができます。

「嵐が丘」「ジェーン・エア」など英文学
の世界で名高いブロンテきょうだい
は、荒れ野のはずれの牧師館で育ちま
した。楽しみは本を読むこと、小さな
本をつくることでした。

宝探しのため外に出たいぬはりこく
ん。友だちが見つけたものは宝物だと
は思えません。いぬはりこくんが見つ
けた木の枝は、みんなからはただの枝
だと笑われます。そこに、枝の持ち主
が姿を現しました。

ダジャレが大好きな仙人が1000人い
ました。仙人たちは絵と言葉を組み合
わせた、絵ダジャレ問題を毎日楽しん
でいます。仙人から次々と出される絵
ダジャレ問題を解くことができるでし
ょうか。

『どっちにすすむ？① 
	おうじさまを さがしにいこう！』
文／シルヴィ・ミスラン
絵／アマンディーヌ・ピウ
訳／小川浩一
2,530円（アチェロ）

『もういちどみてごらん 
	かなしみのうみ』
作／アンナ・ユディカ、キアラ・ヴィニョッキ、
	 シルヴィア・ボランド
訳／山下愛純
1,650円（アチェロ）

『あさといえば…』
『よるといえば…』
作／新井洋行
各1,430円（アルファポリス）

『とらのセーター』
作／田中映理
1,650円（岩崎書店）

朝といえば朝日！ 丸い太陽が昇った
ら、大きな声であいさつしましょう。
朝ごはんはオムレツです。夜といえば
歯みがき、お風呂に入ったらぐっすり
眠りましょう。連想が楽しい生活の絵
本です。

「いたいの いたいの とんでいけ」のお
まじない。どこに飛んでいくのか疑問
に思ったぼくは、パパに聞いてみます。
植物やおもちゃ、昆虫も痛みを感じる
のか、そんな気持ちに向き合いながら、
ぼくもおまじないを言います。

いなくなったネコの代わりに「ねこち
ゃんのふりをしてくれない？」と頼ま
れた、トラ。おばあちゃんと一緒に寝
たり、セーターを編むお手伝いをした
りしていました。そこへネコが帰って
きました。

悲しい気持ちになった海の底の小さな
魚は、気分を変えようと出かけました
が、出会う魚たちもみんな悲しい様子
です。でも、カメに会って本をひっく
り返してみると……。

『沈黙の春』で環境保護運動の先駆け
となったレイチェル・カーソンが、70
年前テレビ番組に参加したときの台本
が、絵本として蘇りました。雲は、かけ
がえのない空に描かれた風の言葉です。

小さなプリンセス、ローズとジョジー
は、すてきな王子さまを探しに行くこ
とにしました。お城に行く道はどれで
しょう？　進みたいイラストを選ぶと、
開いたページからおはなしが続きます。

『はじめてみなきゃ わからない！』
作／アンドレア・べイティー
絵／デイヴィッド・ロバーツ
訳／三辺律子
1,980円（絵本塾出版）

『くつした ど〜こだ？』
作／オガワナホ
1,320円（偕成社）

くつしたが片っぽだけ、どこかにいっ
てしまいました。最初に探しに行った
のは、しましまのくつした。隠れてい
たもう片っぽのくつしたは見つかった
かな？　絵の中に隠れているくつした
を探してみましょう。

ライラは「もしも？」と考えると不安
になってしまう女の子でした。新しい
学校で出会ったカーン先生は、そんな
ライラを黒板係にして友だちを増やす
きっかけをつくってくれました。不安
を乗り越えたら夢はかなうのです。

『ゴリラのはなくそ』
文／たなかなおと
絵／ほりかわりまこ
1,650円（あすなろ書房）

『ぎんいろせいじんのやくそく』
作／藤野可織
絵／ゴトーヒナコ
1,870円（岩崎書店）

すーちゃんは「100年たつと物に命が
宿る」と聞き、100年後を見に行く役
目をプラスチック製のぎんいろせいじ
んに託し、クッキー缶に入れてふたを
閉めました。100年後、ぎんいろせい
じんが目にした世界とは。

ゴリラとの約束です。何を聞かれても
「ゴリラのはなくそ」と答えてください
ね。朝ごはんは何を食べた？　昨日は
何の夢を見た？　力を入れると出ちゃ
うのは？　愉快な参加型絵本で笑っち
ゃいましょう！

※出版社五十音順　※　は右開きの本。　は縦開きの本。

	 マークは乳幼児から、　　は中・高校生も楽しめる本です。

右 縦
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『ダニーさんの ちゃぶだい』
企画／ダニー・ネフセタイ
作／なるかわしんご
1,980円（イマジネイション・プラス）

イスラエルに住んでいたダニーさ
んの家族はみんな兵隊で、ダニー
さんも徴兵され3年間の兵役につ
きました。その後、日本に来たダニ
ーさんは敵とされていた国の人に
出会い、大切なことに気づきます。

『とうだいの光』
作／山下ますみ　絵／ささきみお
1,760円（新日本出版社）

戦争中のある日、見慣れない飛行
機が灯台の私にぶつかり、私は破
壊されてしまいました。でも、日が
暮れた海で漂う船を見つけ、助け
なくては！と力をふりしぼります。
青森県の下北半島に立つ尻屋崎
灯台のおはなし。

『シリアの秘密の図書館』
作／ワファ―・タルノーフスカ
絵／ヴァリ・ミンツィ
訳／原田 勝
1,760円（くもん出版）

ヌールの住む町は美しかった
のに、内戦でがれきだらけにな
ってしまいました。地下シェル
ターで避難生活をしながら、ヌ
ールたちは、本を集めて図書館
をつくることを計画します。

『変わってしまった ぼくの町、
 ぼくの学校 ウクライナの少年・
 ダニールが見た戦争』
絵・文／ダニール　写真・訳／ERIKO
1,760円（汐文社）

ロシアがウクライナに侵攻してきてか
ら、ダニールくんの生活はすっかり変
わりました。学校がオンライン授業に
なり、登校しても警報が鳴れば地下
室に移動します。その様子をダニール
くんが絵と文でつづっています。

『ありんこと カンナの花』
切り絵／毛利まさみち
文／ナムーラミチヨ
1,760円（地平社）

ある夏の朝、アリたちがせっせと
働いていたとき、ピカ！とものす
ごい光がさして、ドン！という大
きな音がしました。一瞬で焼きつ
くされてしまった地面の下で、ア
リたちは元気のない根っこに水
をあげ続けます。

『一郎くんの写真 
 日章旗の持ち主をさがして』
文／木原育子
絵／沢野ひとし
1,430円（福音館書店）

新聞記者の私のもとに、日章旗
の持ち主を探してほしいという
連絡がありました。アメリカで
見つかったその旗には「一郎君」
と書かれていました。旗に寄せ
書きをした人たちを訪ねなが
ら、一郎君を探します。

『ONE DAY 
 ホロコーストと
 闘いつづけた
 父と息子の実話』
文／マイケル・ローゼン
絵／ベンジャミン・フィリップス
訳／横山和江
2,200円（鈴木出版）

パリに住んでいたユダヤ人のユージンと父は、ナチスに対抗
する運動をしていました。でも、警察につかまって、収容所に
送られてしまいます。その後も、トンネルを掘ったり、輸送中
の列車から飛び降りたりして、一日一日を切り抜けました。

『赤い日 じいちゃんの見た戦争』
作／長田真作
2,750円（汐文社）

ぼくがまだ小さかったころ、おじいち
ゃんはいつも「行って帰ってこいよ
ー」と送りだしてくれました。戦時中、
若かったおじいちゃんのもとにも赤
紙が届き、軍事工場のある呉に送ら
れました。そして、激しい空襲で大切
な友を失ってしまったのです。

『わたしたちのふるさと
 パレスチナ』
文／ハンナ・ムシャッベク
絵／リーム・マドゥ
訳／野坂悦子
監修／鈴木啓之
2,200円（ほるぷ出版）

アメリカで生まれたパパは、子どものころ、パレスチナに住む
おじいちゃんの家に泊まりに行っていました。その話を何度
も聞かせてくれます。でも、ある年を最後に、パレスチナに行
くことができなくなったのです。

『ガザを知っていますか？ 
ガザの真実を伝えようとした
 記者 モハマッド・マンスール』
文／桑山紀彦
写真／モハマッド・マンスール、桑山紀彦
1,980円（イマジネイション・プラス）

「忘れられないあの日」を絵にする
というワークショップで、色のない
絵を描いたモハマッド。日本人のド
クターKは毎年ガザを訪れて交流
を深め、やがてモハマッドはガザで
起きていることを世界に伝えるジ
ャーナリストになりました。

『ともにいきるための
 「世界ルール」 
えほん人種差別撤廃条約』
文／阿久澤麻理子、小森 恵
監修／反差別国際運動（IMADR）
絵／ナイダ・マッツェンガ
2,200円（解放出版社）

1965年、国連で決めた「人種差別撤廃条約」は、人はみな差
別されることなく、法律によって守られる権利があると定め
ています。すべての人を人種差別から守る、この世界ルール
を子どもにもわかりやすいように解説しています。

『もしも わたしが』
文／チャン・ドクヒョン
絵／ユン・ミスク
訳／かみやにじ
1,980円（童心社）

王さまは、言うとおりにすればみな幸せになると言います。
よその国から避難民が来ても関係ないと追い払い、障がい
のある人を自分たちとは違うとお城の外に追いだします。
だまって見ていた私は、ある日つかまってしまいました。

『シロくんと パレスチナの猫』
文・写真／高橋美香
1,980円（かもがわ出版）

シロくんの飼い主は、よくパレス
チナに行きます。その難民キャン
プには家族同然の人たちがいるの
ですが、イスラエルによる攻撃で
何人も命を落としています。そこ
にはネコたちもたくさんいて、戦
渦を生きています。

絵本

新刊

新刊新刊

新刊

新刊

『ガージュー先生 
対馬丸事件を生きぬいた
 少女の物語』
作／たじまゆきひこ
2,200円（童心社）

1944年、いよいよアメリカ軍が沖縄本土へ攻めてくるとい
われ、子どもたちと高齢者は内地へ疎開することになりまし
た。ところが、疎開船の対馬丸は出港して間もなく、攻撃され
沈没してしまいます。多くの子どもたちが犠牲になったなか、
生存者がいました。

新刊

祝 国際アンデルセン賞 受賞
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「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
は
、グ
リ

ム
童
話
の
よ
う
な
昔
ば
な
し
で
は
な
く
、

創
作
童
話
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

2
0
1
4
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
デ
ィ
ズ

ニ
ー
映
画「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」も
、ア

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
が
も
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
本
誌
14
号
で
特
集
）

いい
そ
っ
ぷ
も
の
が
た
り﹇
イ
ソ
ッ
プ
物
語
﹈

紀
元
前
6
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
で
、ア
イ

ソ
ー
ポ
ス（
イ
ソ
ッ
プ
）と
い
う
奴
隷
が

寓
話
を
つ
く
っ
た
の
が
も
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、ア
イ
ソ
ー
ポ
ス
が
実
在
し
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。
イ
ソ
ッ
プ
物

語
は
、古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
小
ア
ジ
ア

の
民
話
に
、後
世
の
寓
話
が
加
わ
っ
て

今
日
の
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
に
は
1
5
9
3
年
に
、『
イ

ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』と
し
て
、イ
エ
ズ
ス

会
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
代
表
作
は
、「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」

「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」「
北
風
と
太
陽
」な
ど
。

（
本
誌
54
号
で
特
集
）

い
ど
う
と
し
ょ
か
ん﹇
移
動
図
書
館
﹈

自
動
車
や
船
に
、書
籍
な
ど
の
資
料
と

職
員
を
の
せ
て
移
動
し
て
、図
書
館
を

利
用
し
に
く
い
地
域
の
人
々
に
書
籍
な

ど
を
届
け
る
仕
組
み
。
世
界
各
地
に
、そ

の
土
地
や
風
土
に
合
っ
た
移
動
図
書
館

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
第
2
次
世
界

大
戦
後
に
全
国
的
に
普
及
し
ま
し
た
が
、

市
町
村
立
図
書
館
が
増
え
る
に
し
た

が
っ
て
減
っ
て
い
き
、現
在
に
至
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
へ〈
あ
し
た
の
本
〉プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
移
動
図
書
館
車
が
活
躍

し
ま
し
た
。

い
び
ー﹇
I
B
B
Y
﹈

国
際
児
童
図
書
評
議
会（International

Board
on
Books

for
Y
oung

People

）

の
略
称
。
子
ど
も
と
子
ど
も
の
本
に
関

わ
る
す
べ
て
の
人
を
つ
な
ぐ
世
界
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、1
9
5
3
年
に

ス
イ
ス
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
の

目
的
は
、子
ど
も
の
本
を
通
し
て
国
際

理
解
を
進
め
る
こ
と
、世
界
じ
ゅ
う
の
子

ど
も
た
ち
が
文
学
的
、美
術
的
に
質
の

高
い
本
に
巡
り
合
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、な
ど
で
す
。
皇
后
美
智
子
さ
ま（
現
・

上
皇
后
）が
、2
0
0
2
年
の
I
B
B
Y

創
立
50
周
年
記
念
大
会
に
名
誉
総
裁
と

し
て
招
か
れ
、お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
て

大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

い
わ
な
み
の
こ
ど
も
の
ほ
ん

﹇
岩
波
の
子
ど
も
の
本
﹈

岩
波
書
店
が
、1
9
5
3
年
に
創
刊
し

た
絵
本
の
シ
リ
ー
ズ
。
初
期
の
刊
行
書

目
は
、岩
波
書
店
の
嘱
託
社
員
だ
っ
た

石
井
桃
子
と
、海
外
絵
本
を
多
数
蒐
集

し
て
い
た
光
吉
夏
弥
が
中
心
と
な
っ
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。『
ち
い
さ
い
お
う
ち
』

（
文
・
絵
／
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト

ン
）や『
ひ
と
ま
ね
こ
ざ
る
』（
文
・
絵
／

H
・
A
・
レ
イ
）な
ど
は
、ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

と
し
て
現
在
も
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
戦
後
10
年
も
た
た
な
い
、

日
本
が
ま
だ
貧
し
か
っ
た
時
代
に
、高

ああ
か
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん﹇
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
﹈

0
・
1
・
2
歳
の
乳
幼
児
と
一
緒
に
楽
し

み
た
い
絵
本
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
絵
本

に
興
味
を
持
っ
て
じ
っ
と
見
た
り
、手
を

出
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、生
後

10
カ
月
ご
ろ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、何
ご
と
に
も
個
人
差
が
あ
り
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
特
徴
は
、小
さ
い

子
ど
も
が
手
に
と
り
や
す
い
サ
イ
ズ
で
、

パ
ッ
と
目
を
引
く
は
っ
き
り
し
た
色
使

い
の
も
の
が
多
い
こ
と
。
ま
た
、赤
ち
ゃ

ん
絵
本
は
、赤
ち
ゃ
ん
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、す

べ
て
の
年
代
の
人
が
楽
し
め
る
絵
本
で

も
あ
り
ま
す
。

あ
さ
の
ど
く
し
ょ﹇
朝
の
読
書
﹈

小
・
中
・
高
校
生
に
、本
を
読
む
習
慣
を

身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、始
業
時
間
前

な
ど
に
読
書
の
時
間
を
設
け
る
運
動
。

①
み
ん
な
で
や
る
、②
毎
日
や
る
、③
好

き
な
本
で
よ
い
、④
た
だ
読
む
だ
け
、の

4
原
則
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
8
8
年
に
、船
橋
学
園
女
子
高
校

（
現
・
東
葉
高
校
）の
2
人
の
教
諭
が
提

唱
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。
朝
の
読
書
は
、本
を
読
む

習
慣
が
身
に
つ
く
だ
け
で
な
く
、学
校
生

活
に
落
ち
着
き
を
も
た
ら
す
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
2
年
に
は
2
万

7
0
0
0
校
で
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、25
年
の
調
査
で
は
、2
万
5
5
2
2

校（
全
国
の
学
校
の
76
％
）と
、近
年
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

い
理
想
を
持
っ
て
創
刊
さ
れ
た
本
格
的

な
絵
本
シ
リ
ー
ズ
は
、読
者
だ
け
で
な

く
児
童
書
出
版
界
に
も
大
き
な
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の

後
の
日
本
の
絵
本
文
化
の
発
展
に
、大

き
な
影
響
力
を
持
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

うう
た
あ
そ
び﹇
歌
遊
び
﹈

お
は
な
し
会
の
導
入
や
ア
ク
セ
ン
ト
と

し
て
効
果
を
発
揮
す
る
、歌
を
使
っ
た
遊

び
。「
お
べ
ん
と
ば
こ
の
う
た
」や「
い
と

ま
き
の
う
た
」な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

歌
遊
び
は
気
分
転
換
や
参
加
意
識
を
高

め
る
の
に
有
効
で
す
。「
字
抜
き
歌
遊
び
」

（「
春
が
来
た
」を「
た
」抜
き
で
歌
う
）な

ど
は
高
齢
者
の
お
は
な
し
会
で
も
使
え

ま
す
。
歌
遊
び
の
歌
詞
に
は
、歌
わ
れ
る

時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア

レ
ン
ジ
や
替
え
歌
が
存
在
し
ま
す
。
ど
の

歌
詞
が
正
し
い
か
追
求
し
た
り
せ
ず
に
、

違
い
を
楽
し
ん
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

ええ
ぷ
ろ
ん
し
あ
た
ー
®

﹇
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
®
﹈

胸
ま
で
覆
わ
れ
る
エ
プ
ロ
ン
を
舞
台
に

見
立
て
て
、ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
次
々
と
人
形

を
取
り
出
し
て
演
じ
る
、人
形
劇
。
中
谷

真
弓
さ
ん（
幼
児
教
育
研
究
家
）が
考
案

し
ま
し
た
。
人
形
を
エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
出
し
た
り
、エ
プ
ロ
ン
に
く
っ
つ

け
た
り
、ポ
ケ
ッ
ト
に
戻
し
た
り
し
な
が

ら
、物
語
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
演
じ
手

と
舞
台
が
一
体
に
な
っ
て
お
り
、舞
台
を

あ
す
と
り
っ
ど
・
り
ん
ど
ぐ
れ
ー
ん

き
ね
ん
ぶ
ん
が
く
し
ょ
う

﹇
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン

記
念
文
学
賞
﹈

『
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
』（
邦
訳
、岩
波
書

店
ほ
か
）や『
や
か
ま
し
村
の
子
ど
も
た

ち
』（
邦
訳
、岩
波
書
店
）な
ど
の
作
品
で

知
ら
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
児
童
文
学

作
家
、ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー

ン
の
功
績
を
た
た
え
て
、2
0
0
2
年

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
文
学
賞
で
す
。
世
界
じ
ゅ
う
の

児
童
文
学
作
家
、絵
本
作
家
、イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、詩
人
な
ど
か
ら
、毎
年
1
〜

2
人
の
受
賞
者
が
選
ば
れ
ま
す
。
第
1

回
の
受
賞
者
は
、絵
本『
か
い
じ
ゅ
う
た

ち
の
い
る
と
こ
ろ
』（
邦
訳
、冨
山
房
）の

モ
ー
リ
ス
・
セ
ン
ダ
ッ
ク
。
日
本
か
ら
は

2
0
0
5
年
に
絵
本
作
家
・
荒
井
良
二

さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

あ
ん
で
る
せ
ん﹇
ア
ン
デ
ル
セ
ン
﹈

デ
ン
マ
ー
ク
の
童
話
作
家
、詩
人
、ハ
ン

ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン

（
1
8
0
5
〜
1
8
7
5
年
）。
代
表
作

に「
親
指
姫
」「
人
魚
姫
」「
裸
の
王
様
」

移
動
さ
せ
た
り
、体
全
体
を
使
っ
て
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
演
じ
た
り
で
き
る
の
が
特

徴
で
す
。

徴
で
す
。

おお
お
が
た
え
ほ
ん﹇
大
型
絵
本
﹈

一
度
に
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
き

か
せ
す
る
た
め
に
、作
者
の
許
可
を
得
て

拡
大
制
作
さ
れ
た
絵
本
。
縦
横
と
も
に

30
㎝
以
上
あ
る
も
の
を
、大
型
絵
本
と

呼
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
大
型
絵

本
は
、そ
の
大
き
さ
ゆ
え
の
迫
力
で
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。
読
む
と
き
の

注
意
点
は
特
集
P
11
へ
。

お
く
づ
け﹇
奥
付
﹈

書
籍
や
雑
誌
の
末
尾
な
ど
に
、題
名
、著

者
名
や
編
者
名
、発
行
者
名
、印
刷
や
発

行
の
年
月
日
、版
数
や
刷
数
、著
作
権
の

表
示
な
ど
、出
版
に
関
す
る
必
要
事
項

が
記
載
さ
れ
た
部
分
。
欧
米
の
本
で
は
、

タ
イ
ト
ル
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
発
行
年
月

日
を
見
れ
ば
、そ
の
本
が
新
し
い
か
古
い

か
が
わ
か
り
ま
す
。
版
数
や
刷
数
を
見

れ
ば
、そ
の
本
が
売
れ
て
い
る
か
ど
う
か

が
お
お
よ
そ
わ
か
り
ま
す
。

読
み
き
か
せ
・

お
は
な
し
会

用
語
事
典

「
お
は
な
し
会
」の
打
ち
合
わ
せ
で
、何
げ
な
く
飛
び
交
っ
て
い
る
あ
の
言
葉
っ
て
ど
ん
な
意
味
？
　

今
さ
ら
聞
け
な
い「
お
は
な
し
会
」用
語
・
前
編
を
五
十
音
順
に
解
説
し
ま
す
。

肩
の
力
を
抜
い
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
　

イ
ラ
ス
ト
／
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ


